
Diffusion Coefficient D 

               for multi component 

        担当者：橋場 壮志(B4) 

研究テーマ 

レーザーを用いた溶媒多成分系の拡散係数 D の測定 

溶液の拡散係数を算出するために、溶液の屈折率 が濃度に依

存することを利用して屈折率を測定し濃度分布を測定するシス

テムを開発しています。 
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濃度分布の様子と計測結果
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材料プロセス工学講座 

化学棟の4階と

5階です。 

JR富山駅(正面・南口）から 

【路面電車】 富山大学前(終点）下車 徒歩10分 

【路線バス】 高岡方面行、富山大学前下車 

【タクシー】 15分ほど（1500円程度） 

実験装置の概略図 



Converting Technology 

 移動現象部門ではコンバーティング(Converting)技術の向

上を目指して、理論解析と実験の両面から研究を進めています。

コンバーティングとは、薄い基材（プラスチックフィルム、シ

ート、紙、繊維、鋼板、ガラスなど）に、コーティング、プリ

ンティングといった加工を施して新たな価値を生み出す生産手

法全般の事を言います。特に、コンバーティングによって製造

される高機能高分子フィルムは太陽電池、二次電池、フラット

パネルディスプレイといった次世代を担う製品の性能向上にと

って不可欠です。スマートフォンがあそこまでコンパクトに作

れるのも様々な種類の高機能フィルムが開発されたお蔭なので

す。 

 コンバーティングによる高分子フィルムの製造は基本的に調

液⇒塗布⇒乾燥、もしくは、調液⇒印刷⇒乾燥という工程から

成り立っています。 

   

 

 

 

 

 製品の品質や機能が高度化すればするほど、当然ながら製品

を作るのは難しくなり、製品に生じる様々な欠陥や品質不良の

低減が重要な問題となります。このようなトラブルの大多数が

乾燥中に発生することから、移動現象部門では、乾燥中に材料

内で起こる熱と物質の移動現象の理論解析と実験による解明を

通じて、乾燥工程の予測と制御、最適化を行うための理論づく

りを行っています。さらにこの理論を応用して、製品の欠陥発

生や機能低下を未然に防ぐ乾燥技術の提案を行っています。 

 

Abstract 

 機能性フィルムや粘着テープの製造では、基材に高分子溶液

を塗布し、溶液中の溶媒をなんらかの方法により加熱し、蒸発

させ取り除くプロセスがあります。このプロセスを理解するに

は下図左の様な溶媒の蒸発を考えるとき、下図右で示した気相、

液相での各成分の物質移動、そして、気液界面の気液平衡を知

ることが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

実際に工業的に用いられる溶媒は何種類かの成分を含む混合

液であり，仮に単成分であっても空気中の水蒸気の影響を受け

るので，成分の物質移動は次に示すように多成分系として取り

扱わなければなりません。 

気相：溶媒の乾燥速度 n と物質移動係数 k 
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液相：溶媒の拡散速度 j と拡散係数 D 
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Mass Transfer Coefficient k 

for multi component 

担当者：荒木信太 (B4) 

研究テーマ 

空気中の水蒸気湿度が溶媒の湿球温度に与える影響 

 溶媒の湿球温度を正確に予測するため、空気中の水蒸気湿度

によって変化する物質移動係数 kについて研究しています。 

以下の実験装置により、槽内の温度・湿度を任意のものに設定

し、各種溶媒を乾燥させる。 

 

 

 

 

 

実験装置の概略図 

水、アセトン（水溶性）、エチルベンゼン（非水溶性） 

の湿球温度（最低到達温度）の経時変化 

 

溶媒の蒸発 

調液 
塗布 

印刷 

乾燥 
(溶媒の蒸発) 

熱風 

乾燥 

溶媒の蒸発、溶媒の基材へ

の浸透、重合反応による硬

化などの複合的な乾燥 


